
１ はじめに

日本近海及び沿岸の海図は１８５４年の開国を契

機に整備が開始された．当時，国際航海を行う深

喫水の船舶の航行に必要な海図を作成する技術が

我が国に無く，外国水路部によって近代的海図が

作成された．その中でも，１８５５年に刊行された

英国海図（Admiralty Chart）２３４７‘Japan’及び２４０５

‘The Kuril Islands’は幕末期の最も早い時期に作成

されたもので．これらの海図は外国水路部の測量

成果だけでなく，伊能図を編集資料に採用して改
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Abstract

Japanese Government made ‘An Peace and Amity Treaty between Japan and the U. S.’ in１８５４after long national

isolation, to permit foreign ships’ calling at harbors for water, supply and coal. Japanese Islands are located at one

of the end of the ocean route between the U. S. A. and China traversing North Pacific Ocean. Surveys along the

routes were carried out to publish charts of ‘Strait of Tsugar’ and only a few harbor plans and to maintain small‐

scale charts particularly rectifying coastlines of offshore islands in Sea of Japan. Since amity and commercial trea-

ties are concluded in１８５８，surveys in Japanese coastal waters are carried out in earnest and large‐scale charts are

increasing rapidly. At that time British Admiralty Chart had confidence of mariners in Western countries, because

of its quality and the publishing policy to cover all navigational waters for trading ships. This note shows outline of

navigational charts in Japanese waters, published in the last days of Tokugawa Regime and early Meiji era before

the establishment of Japan Hydrographic Department in１８７１and the brief history of the Admiralty Chart during

contemporary period.

Although all of hydrographic surveys in this period were operated by foreign survey vessels, Japanese maps made

by Japanese land surveyors contributed toward the preparing navigational charts, required by trading ships, in due

course. This note also describes the adoption of data from the Japanese maps into the navigational charts during the

above‐mentioned period.
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版したことが知られている．

本研究ノートは，１８７１年（明治４）に水路局

（兵部省海軍部所管）が創設される以前の「日本

海図史」の主要なできごとである，１８５５年（安

政２）から１８７０年代にかけての英国海図刊行の

変遷を海図記載記事に基づいて報告するものであ

る．

本ノートでは月日を西暦により表記し，和暦に

より表記する場合，和暦と明示することとする．

また，英国水路部が刊行する Admiralty Chart

（「海軍省海図」）に「英国海図」を略称として用

いることとする．

２ 海図が作成された時代

２．１ 開国と国際情勢

１８５４年（安政１）３月３１日に日米和親条約が

調印され，続いて１８５４～５６年に英国，ロシア及

びオランダが相次いで日本と条約を調印した（Ta-

ble１参照）．これらの条約は外国船に対して石

炭，水及び食糧の補給のための寄港を認めたもの

であった．米国は，同条約によって北西太平洋を

航行する商船や捕鯨船の補給と安全のために日本

寄港を確保することができた．北太平洋横断航路

は，米国東海岸から大圏コースをとり，アリュー

シャン列島付近まで北上し，津軽海峡から日本海

に入り，済州島付近から上海に至る航路，及び日

本海に入らずに本州南方沖を通り，琉球諸島付近

から上海に到達する航路が想定された（米国下院

海軍委員会キング委員の１８４８年の報告）．冬季は

海況が厳しい日本海を避け，冬季以外は，気象情

報が不十分な当時，台風を避けるために日本海

コースをとることが有効であった．一方，英国は

ロシアに対抗する軍事行動のために寄港地を日本

に求めたもので，１８５４年３月に英仏両国がロシ

アに対して宣戦布告を行い，１８５６年３月までク

リミヤ戦争が継続し，その最中に日英協約が調印

された．当時，欧米諸国が交易相手として求めた

のは中国であり，日本との交易を期待する貿易業

者は少なかった．

１８５８年７月（安政５）に日米修好通商条約が締

結され，続いてオランダ・ロシア・イギリス・フ

ランスとの修好通商条約が締結され，５港の開港

が定められた．Table２に条約に規定された開港

予定期日と実際の開港日を掲げた．中国及び日本

の開国によって，西欧から東アジアへの定期航路

は着実に整備され，英国 P&O社による定期航路

が上海‐長崎間（１８５９），横浜‐上海‐香港（１８６７）

に開設された．

２．２ 外国測量艦による日本沿岸水路測量

幕末期～明治初年における外国水路部による日

本沿岸の水路測量は，開国前（～１８５３年），和親

条約調印直後（１８５４・５５年），修好通商条約締結

直後（１８５８～６１年）及び１８６２年以降に分類され

る．オランダ，米国，ドイツ，ロシア，英国，フ

ランスの水路部が水路測量を実施した．英国水路

部に保管されている各国の測量成果について，

Table１ Peace and Amity Treaties and Open Ports
和親条約と開港場

条約（調印期日） 箱館 下田 長崎

日米和親条約（１８５４．３．３１） ○ ○

日英協約（１８５４．１０．１４） ○ ○

日露和親条約（１８５５．２．７） ○ ○ ○

日蘭和親条約（１８５６．１．３０） ○ ○ ○

日米協約（１８５７．６） ○

○：和親条約で認められた補給のための寄港地．

Table２ Open Ports upon Amity and Com-
mercial Treaties concluded in１８５８

１８５８年に締結された修好通商条約に基

づく開港場

開港場 開港予定＊１ 実際の開港

神奈川 １８５９．７．４ 横浜１８５９．７．１＊２

長崎 １８５９．７．４ 長崎１８５９．７．１＊２

箱館 １８５９．７．４ 箱館１８５９．７．１＊２

新潟 １８６０．１．１ 新潟１８６９．１．１

兵庫 １８６３．１．１ 神戸１８６８．１．１

下田は神奈川開港後６か月で閉鎖

＊１日米修好通商条約による開港予定

＊２日露・日英の修好通商条約による開港

（安政６年６月２日（和暦））．なお，幕府は

和暦の「６月から」（１８５９年６月３０日から）

自由貿易を許可した．

Siniti Kikuti
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Pascoe（１９７２）が紹介している．Figure１に１８５２

～１８５７年に実施された測量を示した．同図の比

較的狭い測量区域については地名を付記した．

�開国前
１８５４年より前に実施された外国水路部による

沿岸部測量は少ない．英国水路部に１８４５年のエ

ドワード・ベルチャー（Edward Belcher）による

‘Nagasaki, sketch of outer road’及び１８４９年の Hal-

loranによる‘Simoda Hr., sketch survey’が保管され

ている．測量艦船長ベルチャーによる長崎港測量

は本国水路部の指示に基づくものでなかった．そ

のため，ボーフォート水路部長からベルチャーへ

の手紙で「現在の南方での任務が完了しないうち

から日本という地名をあなたの手紙に見ることは

遺憾である」として南シナ海の測量を優先するよ

う強く指示している（Day，１９６７）．１８４９年の浦

賀及び下田への英国軍艦Marinaの来航時は，嘉

永雑記（史籍研究会編，１９８３）に掲載された日本

側で作成した航跡の地図を見ると相模湾沿岸を沖

合から測量したようである．このとき，通訳とし

て尾張回船出身の漂流民，音吉が乗船していたの

で（春名，１９８８），英国測量艦は沿岸情報を把握

のうえ測量したものと推定される．１８５４年以前

のオランダの測量は長崎周辺のものである．朝鮮

半島東岸北部をフランスが１８５２年に測量してい

る（この測量はラペルーズによる日本海沿岸の探

検測量を補うもので海図２３４７，２４０５に採用され

ている．Figure１に記載）．

�和親条約調印直後
英国水路部は１８５５年に日本海のうち日本沿岸

及び沿海州沿岸の測量を実施し，航洋図２図（海

図２３４７，２４０５）を刊行した．そのうち，日本沿

岸の測量は，英国測量艦 Saracen船長 John Rich-

ardsにより長崎から函館に至る航路に面した島

嶼や半島（隠岐諸島，能登半島，佐渡ほか）沖合

Table３ Results of Hydrographic Surveys in the last days of the Tokugawa Regime and early Meiji Era
幕末から明治初年にかけての水路測量成果

before５４ ５４ ５５ ５６ ５７ ５８ ５９ ６０ ６１ ６２ ６３ ６４ ６５ ６６ ６７ ６８ ６９ ７０ ７１ ７２

英国 ２ １３ １ １４ ３２ １ ５ ２ １ １２ １３ ２０ １５ ５ ９ １０

オランダ ４ １ １ １

米国 ８ １ ２ １ １

ドイツ １

ロシア １ １ １ ２ １ １ １ １

フランス ２ ２ ７ １

日本 ３ ３

▲ ▲ △

条約・開港 日米和親条約 日米修好通商条約 神戸開港

△ △

長崎・横浜・箱館開港 新潟開港

英国水路部所蔵の測量資料．フランスの資料は刊行海図． Pascoe（１９７２）により作成

Figure１ Surveys for treaty ports and approaches be-
tween１８５２and１８５７
１８５２～１８５７年に実施された外国測量艦による

開港場と航路の測量

青：英国 緑：米国 橙：フランス 茶色：

ロシア

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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側及び津軽海峡の水路測量が実施されている

（Figure１参照）．

特に，「サラセン号は１８５５年の夏を箱館湾と，

津軽海峡を含む箱館湾への通路の調査に費やし

た」（ビーズリー，２０００）．同測量の成果により，

海図２４４１Strait of Tsugar（津軽海峡）（縮尺１海

里：１インチ（縮尺７万３千分の１），１８５６年４

月刊行）が刊行された．シーボルト（１８４０）によ

ると，津軽海峡は日本国内で「クキドメの瀬戸」

と呼ばれ，１６２０年に Angelas神父がエゾに渡っ

て 以 来，津 軽 の 地 名 か ら，Isugaru,Tzugaru,

Tsugaar,Sangarといった海峡名称を文献に見るこ

とができるとしている．海図２４４１を直接確認で

きなかったので，海図２４０５Kuril Island（１８６２年

改正）の津軽海峡付近を Figure２に示す．

海図２３４７に示された航路沿いの島嶼や半島先

端部の位置は，飛島（山形県）を除いて正確に海

図に表示されている．飛島は１８５９年に英国測量

艦により再測量されているが，１８６２年の改正で

はその測量成果が採用されずに誤った位置に記載

されたままである．

日本に派遣された英国測量艦は，測量を休止す

る冬季に測量原図を完成させてロンドンに送付し

た．本国水路部では若干の修正を加えて測量と同

縮尺で海図を編集し，測量の翌年に刊行すること

が多かった．（Pascoe，１９７２）

米国による測量はペリー艦隊によるものとロ

ジャース太平洋探検測量隊（１８５３～５６年）によ

るものがある．ペリー艦隊の測量成果は，ペリー

提督の日本遠征記（Perry，１８５６）として，米国

政府によって公式に刊行されている．ペリー艦隊

は，下田湾，江戸湾，相模湾，箱館湾及び室蘭

（Endermo Hr）の測量や航路選択に必要な黒潮の

観測を実施している．ロジャース測量隊の記録は

Cole（１９４７）によって報告されている．米国測量

艦 Fenimore Cooper, Hancock及び Vincennesに

よる測量は１８５５年に実施され，北太平洋横断航

路のアジア側の端点となる北海道南岸（襟裳岬付

近）から日本海を通過する航路沿いの測量が実施

された．Cooper及び Hancockによる日本海沿岸

の測量（Hayes，２００１）は英国の測量と区域がほ

ぼ一致する．また，箱館と下田を結ぶ航路（津軽

海峡から東北地方太平洋岸）は，霧による海難を

避けるために Vincennesの搭載艇 Vincennes Jun-

ior（１５人乗船）によって５月２９日から６月１７

日にかけて岸沿いに南下して７２０kmを測量し

た．Hayes（２００１）に掲載された Vincennes Junior

の航跡図では，房総半島南部の内浦湾，館山湾に

寄って下田に到着している．

１８５５年にロシアのブチャーチンによって停泊

地６カ所，館山，下田及び伊豆半島西岸（田子，

安良里，戸田，江ノ浦），の測量が実施されてい

る．これについては北澤（２００４，２００５）がロシア

資料等に基づき報告している（Figure１参照）．

このほかにロシアは箱館湾を測量している（Pas-

coe，１９７２）．

�修好通商条約調印直後
１８５９年（安政６）に通商のために箱館，横浜，

長崎が開港されてから，外国測量艦に対する国内

情勢が非常に厳しいものとなった．１８５９・６１年

に集中的な測量が実施され，開港予定の５港の測

量が一応，完了した．１８６０年は天津付近測量の

ため日本国内の測量実績はない．Wardが指揮す

る Actaeon号による測量については保柳（１９７４）

Figure２ Admiralty Chart No．２４０５ ‘The Kuril Islands’,
１８５５corrected to１８６２（Strait of Tsugar）
Possession of Yamaguchi Prefectural Archives
海図２４０５Kuril Islands（６２年改正，部分）津
軽海峡付近 山口県文書館毛利家文庫所蔵

Siniti Kikuti
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が詳細に紹介している．Wardによる１８５９年の

Tsushima sound（浅茅湾；あそうわん）測量に

ついて，Oliphant（１８６３）が，浅茅湾の水深が深

いため錨泊が難しく，樹木に索をかけて係留した

ことを報告している．対馬の測量は軍事的意図か

ら重視されたと推定される．１８６１年には対馬で

ロシアによる対馬占領事件が発生し，対馬藩，幕

府，更には英国軍艦によるロシア軍艦の対馬退去

要求の事態が発生した．また，１８６０年当時，瀬

戸内海の外国船航行は軍艦以外，禁止されていた

ので，長崎から横浜への航路となる九州西岸～大

隅海峡の測量が１８５９年にオランダによって実施

された．

�１８６２年以降
１８６２年以降，１８６８年の神戸開港までは，新潟

の開港が懸案事項となった．新潟は冬季使用が困

難と思われたことから，信濃川河口の測量を行っ

たほか，敦賀及び七尾が代替として検討され，１８６７

年に英・仏・米の軍艦が現地を調査し，英国公使

パークスは新潟のほか，代替候補地を視察した．

パークスは七尾を適地として本国外相に報告して

いる．英国による七尾，敦賀湾等の測量図（大屋

��［合攵，非標準漢字］（よしあつ）訳，慶応
３年）が石川県立図書館に所蔵されている．この

ほかに，パークス公使と西国諸侯との交流に合わ

せて，鹿児島，宇和島，関門海峡（Simoseki

Strait）の港が測量された．

１８６８年に水路部長リチャーズから測量艦シル

ビア号を指揮する Edwaed W. Brookerに宛てた

手紙では日本周辺海域の測量，開港場の測量は一

応の成果をあげたので瀬戸内海の測量に重点を置

くことを指示している（Day，１９６７）．しかし，

日本沿岸の他の海域でも多くの海難が発生したた

め貿易関係者の強い要望により，瀬戸内海以外の

海域についても開港場のアクセス航路に沿った避

泊地の測量に重点を置いた，英国測量艦による測

量が１８８３年（明治１６）まで継続した．

日本の水路測量技術は，１８５３年１０月に長崎海

軍伝習所開設し，オランダ人の教官により教授さ

れた（第１次伝習１８５５～５７年，第２次伝習１８５７

～５９年）．１８７１年（明治４）には水路局が創設さ

れ，翌年には第１号海図釜石港を刊行することが

できた．英国測量艦とともに行動して技術習得に

努めたが，技術の確立は長期間を要した（主要な

航路や港湾の海図である，海図１０１号神戸港及び

海図８０号東京湾口至御前崎は１８９３年（明治

２６）に日本の測量資料だけで作成し，刊行し

た．）．

３ 英国水路部における海図作成

幕末から明治初年にかけての英国水路部におけ

る海図作成について Day（１９６７）及び Ritchie

（１９６７）により紹介する．

フ ラ ン シ ス・ボ ー フ ォ ー ト（Francis

Beaufort；部長在任期間１８２９‐５５）は「ビュー

フォート」風力階級にその名を残した科学者であ

る．部長就任時には５５才，３５年間の水路業務を

経験していた．ボーフォートは水路学及び関連す

る科学分野で多くの実績を残し，海図作成につい

ては彼によって英国海図のパターンが完成された

とされている．彼の下で海図表現の基本となる海

図図式（初版）が１８３５年頃までに作成された．

ボーフォートの時代に確立し，その多くが最近ま

で継承されていた海図に関する基準として，略最

低低潮面を基準とする水深表示，真方位コンパス

図（地磁気偏差を付記）表示，底質記号の標準

化，干出の点刻（stipple land‐tint）や等深線記号

の表示，分図挿入，装飾性の少ない陸部表現等が

含まれる．ボーフォートは部長自ら厳密に海図原

稿を審査して全ての新刊される海図を完璧なもの

にした．ボーフォートが求める基準の高さは‘safe

as an Admiralty Chart’という表現で示されるもの

であった（Wilford，１９８１）．その審査は，「ほと

んど欠点といってよいほど極端なものであった」

が，彼の徹底した指導によって統一された海図編

集方針が組織の隅々まで定着し，それが継承され

ていった（George H. Richards英国水路部長回想

録）．ボーフォートの時代に，測量マニュアルに

従って作成された測量成果を編集して海図を作成

する「仕事の仕方」が確立した．測量成果の縮尺

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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はあらかじめ測量艦に伝えられた．離任時期とな

る１８５４‐５５年の海軍予算（定員）に海図課（Chart

Branch）が初めて登場して組織的にも海図作成

業務が確立した．

英国海図は１８２３年以来ずっと全世界の商船に

対して販売されている．商船への海図販売は当

初，水路部職員の給与を増加させる目的で提案さ

れたものであったが，その５年後には「航行の自

由と安全」を確保するという英国の目的の一部と

なった．英国が全世界に自国産業のために原材料

を求め，市場を確保しようとする施策と合致する

ものであった．また，英国水路部はこの頃から一

貫して海事国間での海図情報の共有化を提唱し，

米国及びフランスがこれに賛同し，ロシア等の海

図作成国も同調せざるをえなかった．ボーフォー

ト在任中の海図刊行数の伸びは著しく，１８３０年

の８５２版から１８５５年に１９８１版を刊行するように

なった（週に０．８版の増加）．この時点で，欧米

諸国の船が航行する全世界の海をカバーしてい

た．

続くジョン・ワシントン（John Washington）

水路部長の時代（１８５５‐６３）も英国海図の版数増

加が顕著であった．編集製図者が増強され，１８５５

年から１８６４年の間に刊行海図が約１９８０版から約

２５００版に増加した（現在の英国海図刊行数は約

３，５００版である．）．小サイズのものの統合を進め

たので実質的な版の増加はもっと多い．その結

果，各国船舶が英国海図を使用するようになっ

た．各国水路部間の海図，測量成果の交換が英国

主導で促進され，全世界の海図を英国水路部が整

備して商船の航海に役立てるという戦略が達成さ

れた．１８６２年には，１４万枚の英国海図が印刷さ

れ，そのうち７万５千枚が外国に販売された．ま

た，ジョージ H．リチャーズ（George H. Rich-

ards）水路部長の時代（１８６４‐７４）は英国植民地

や日本の海図整備が重点的に遂行された．そのた

め，リチャーズは日本派遣の測量艦船長に現地で

の測量成果交換の権限を与え，日本周辺海域の海

図整備を促進した（当時の各国の測量成果や海図

が 英 国 水 路 部 に 保 管 さ れ て い る（Pas-

coe，１９７２）．）．

ボーフォートが水路部長になったとき，販売さ

れた海図に最新情報を追加する仕組みがなかった

が，１８３２年に海軍省とMerchant Marine Fund

（商船海事基金）が共同で海図最新維持情報を提

供するために Nautical Magazineを発行した．こ

れを引き継ぎ，１８３４年１１月に海軍省単独で水路

通報（Notices to Mariners）第１号を発行した．

しかし，年間３，０００件となる通報件数は当時の航

海者の間で好評でなかった．海図補正は赤インク

で表記され，１８４１年の記録に補正図の記載があ

る．なお，この時期は大改正と小改正の区分は無

く，改正（correction）に一括して海図に表記し

ていた．

リチャーズ部長の時代（１８６４‐７４）は特に海図

に関する公共サービスを充実したとされる．海図

の専売代理会社 Potterに関する１８６８～７３年の覚

え書きによると，１８７１年の調停裁判所の決定に

より独占販売合意書は１８７３年９月に終了させら

れた．１８７０年代前半に最新維持の責任分担が再

調整され，水路部が特に指示しない場合，販売店

（subagent）が改正のために海図を元売り会社

（sold agent）に戻すことがなくなった．新刊，改

版，再版，大改正及び小改正の区分が確立したの

はこのころである．

印刷については，１９世紀中頃に石版印刷の採

用が幾度か議論されたが，水路部内では線と文字

の描画が鮮明な銅版彫刻による原板維持が継続さ

れた．銅版は強い圧力をかけて印刷するので，多

大な労力を要し，銅版が損耗しやすいので大量印

刷に適していなかった（１８７５年（明治８）に日本

水路部が導入した英国製銅版印刷器械の印刷能力

は１日１００枚を超えなかった（海上保安庁水路

部，１９７１）．）．銅版は，つぶれて印刷に適しなく

なるまでは改正をくり返し，使用不可能となると

版を交替（改版）したと推測される．海図２３４７Ja-

panが１８６３年５月及び同年１１月に改版された理

由は，内容がほとんど変化してないことから，損

耗による版の交替であったものと推定され

る．１８５５年１１月に海図印刷を英国水路部から外

Siniti Kikuti
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部に移すことが決定された．銅版は水路部地下に

保管され，最新情報は銅版に彫刻された．銅版彫

刻による海図原版作成は１９３０年代になっても継

続され，その間，鉄メッキやクロムメッキによる

原版保護技術が開発された．

海図用紙は，従来，麻布（linen）で裏打ちさ

れた特殊な用紙を使用してきた．海図用紙の大き

さは DE（ダブリュー・エレファント＊）が標準

的であった．銅版印刷は用紙に湿り気を与えない

とインクが載りにくく，乾燥時の収縮が問題点で

あった．そのため，この厚みを持った用紙は銅版

印刷に適したものであり，伸縮が小さいことから

日本水路部では部内保管する原備海図の印刷に使

用されてきた．１８５８年に普通の用紙が採用され

た（新旧用紙が併用された期間が長く続いた．）．

今回調査した海図では，英国水路部所蔵海図（１８５５

年～１８９０年に改版，大改正）が旧用紙を使用

し，銅版彫刻の特徴である鮮明さを有する印刷物

であった．印刷の外部化及び新用紙採用は，国内

外の需要に対応するために石版印刷による大量生

産と関係するものと推定される．日本国内所蔵の

英国海図はいずれも新用紙を使用している．日本

国内所蔵の１８７６年改版（１８９２年まで改正）の海

図は文字のつぶれ，汚れがあり，当時，海図印刷

が芳しくない状況もあったように推定される．

＊エレファント判：画用紙の大きさ．７１×５８cm

４ 幕末～明治初年の日本付近の英国海図

４．１ 幕末に刊行された英国

海図幕末期に刊行された日本近海の小縮尺英国

海図は Table４に掲げる海図５図である（Figure

３参照）．国内でこれらの海図所在を調査した

が，１９世紀の地図は古地図収集の対象とされて

おらず，その数は極めて乏しい．国内所蔵海図で

は山口県文書館所蔵のものが最も早い刊行時期の

ものと考える．それ以外に確認できたのは，海図

２３４７（１８７６年改版，９２年まで改正；東京大学総

合図書館所蔵）だけであった．そのため，本研究

では英国水路部から送られた精密な複写を貴重な

資料として使用した．実際に確認できた海図及び

記載記事による，小縮尺海図の変遷を Figure４

に示した．海図２３４７及び２４７５は保柳（１９７４）が

紹介している．

日本沿岸の大縮尺英国海図を Table５に示し

た．これより古い大縮尺英国海図は，１８２５年版

英国海図目録に掲載された Capt. Hume R.N.１７６２

年作成とされる長崎（横山，２００１），その後を継

いで，シーボルトが１８２８年に作成した長崎港の

海図（オランダが発行）を英国水路部が複製した

ものだけである（海上保安庁水路部，１９７１）．１８５６

年刊行の津軽海峡の海図が我が国の海岸図で最も

早い時期のものである．つまり１８５５年に３港へ

の寄港を認めたころ，外国船は小縮尺海図を使用

して日本沿岸を航海していたことになる．沿岸航

行に使用するために測量の手当を行ったカ所を

Figure１に示した．勝海舟による１８６７年（慶応

３）の「大日本国沿海略図」（京大付属図書館蔵）

は日本船の使用の便を図るために海図２３４７を翻

訳したものである．同図は水深分布から見て，１８６３

年１１月改版以降の海図２３４７を元としてい

る．１８５９年以降，開港場の開港に合わせて海岸

図及び港泊図が刊行された（神戸は当初の開港予

Figure３ Small‐scale Admiralty Charts published in the
last days of the Tokugawa Regime and Treaty
Ports
幕末に刊行された小縮尺英国海図と１８５５年時

点での日本と中国の主要な開港場破線の区域

は１８６２年以降の刊行海図

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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定１８６３年１月１日に合わせて海図２８７５に分図と

して挿入．長崎は古くから海図があり，開港後に

刊行．）．

４．２ 日本付近の英国海図の変遷

�英国海図２３４７の変遷
１８２８年刊行の海図２３４７Nipon, Kiusiu and

Sikokは Krusenstern Atlas（１８２７）をそのまま採

用 し た も の と さ れ る（海 上 保 安 庁 水 路

部，１９７１）．海図編集に使用されたクルーゼン

シュテルンの海図は作成年代から見て，近畿大学

中央図書館所蔵の「クルーゼンシュテルン日本図

パリ１８２７‐３５年（９０５×６９１mm）」とほぼ同じ内

容のものと思われる．同図は横幅が短く，三陸地

方及び五島列島が内輪郭線のごく近くに位置す

る．１８５５年刊行の英国海図２３４７JAPANは，表

題記事に，Krusenstern（１８２７）（以下，この章で

「旧地図資料」という．）を元に作成したもので，

‘Positions of Coast doubtful’と記載している．同海

図は，縮尺１：１，８３０，０００（北緯３５度付近）横長

の図で東は三陸地方が内輪郭線に近くに位置し，

西は山東半島の先端を包含する外国船の寄港が許

された箱館，下田及び長崎を含み，北側に Victo-

ria Bay（Peter the Great Bay）を切出しにより包

含している（河村（２００１）に写真掲載）．

１８５５年刊行の海図２３４７は，津軽海峡，佐渡，

能登岬，隠岐及び五島列島をMr. Richards

（１８５５）により，Quelpart（チェジュ島）及びそ

の北東側諸島を Sir E. Belcher（１８４５）により編

集したとしている．旧地図資料に Richards

（１８５５）の測量成果を追加した結果，２つの佐渡

島及び飛島が描画され，隠岐諸島の北西にも存在

しない島が記載されている（Figure５参照）．た

だし，Richards（１８５５）による飛島の位置は不正

確である．長崎付近から九州北部沿岸は，Richards

（１８５５）の測量成果を優先したため，海岸線が切

れ切れになり，海図として使用できない状態と

なっている（Figure６A参照）．三浦半島～知多

半島はシーボルトの地図を採用しているので比較

的正確に描画されている．

１８６１年８月まで改正の海図２３４７は，朝鮮半島

東岸にロシアによる１８５７年の測量成果が採用さ

Table４ Admiral Charts in small scales for adjacent seas of Japan in the last days of the Tokugawa Regime
幕末に刊行された日本付近の小縮尺英国海図

種類 海図番号・図名（縮尺） 刊行年・改正 備 考

縮尺１５０万分の

１～２００万分の１

（航洋図）

２４０５ The Kuril Islands
（１：２，０００，０００）

１８５５年１２月３０日刊行

５９年・６２年１月改正

山口県文書館所蔵＊１

２３４７ Japan‐Nipon, Kiusiu and Sikok
and A part of the Coast of Korea
１：１，８００，０００（北緯３５度付近での計

測値）

１８５５年１０月１２日改版 英国水路部所蔵＊２（複写）

１８６１年８月改正 英国水路部所蔵＊３

１８６２年３月改正 山口県文書館所蔵

１８６３年５月１５日改版 英国水路部所蔵＊２＊４（複写）

１８６３年１１月１０日改版

６４年６月・６５年６月改正

山口県文書館所蔵＊１

２４１２ Islands Between Formosa and
Japan （１：１，５４０，０００）

１８７１年版英国海図目録に記載＊５

縮尺５０万分の

１前後

（航海図）

２８７５ Seto Uchi or Inland Sea
１：４４７，０００

１８６２年１２月１０日新刊

６３年８月・６３年１２月改正

山口県文書館所蔵＊１

６４年１２月・６５年１月改正 英国水路部所蔵＊４（複写）

３５８The Western Coast of Kiusiu and
Nipon including Tsusima（１：５３６，０００）

１８６３年１１月１０日刊行

（Pascoe（１９７２）に記載）
１８７１年版英国海図目録に１８６１年

刊行１８６６までの改正の記載＊５

（ ）内の縮尺は英国海軍省海図目録１９３８年版による．

＊１河村（２００１），＊２清水（２００２），＊３Admiralty Collection（市販複製海図），＊４保柳（１９７４），＊５横山（２００１）
海図２３４７（１８６３年５月・１１月）： “Japan‐Nipon, Kisiu and Sikok and A Part of the Koreaに変更．

Siniti Kikuti
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海図2347  Japan
改版1855年10月12日

海図2405
Kuril Islands
1855年12月30日

海図2347
Preliminary Chart of Japan
改版1863年5月15日

1861年8月

1862年3月

海図2475  Seto-Uchi
新刊1862年12月10日

1862年1月

1859年

海図2347
Preliminary Chart of Japan
改版1863年11月10日

1864年6月

1865年6月

海図2459
Pacific Ocean sheet 1
1857年2月27日

1863年12月

1865年1月

1863年8月

1864年12月

日本政府の地図に
よる編集（表題記事）
＊伊能小図を採用

Krusenstern（1827）に
よる編集（表題記事）

クルーゼンシュテルン,シーボルト,ブロートン,
ロシア海図による編集（表題記事）

（北海道の海岸線を正確に描写）

新刊/改版
new chart/
new edition

改正
correction

破線は確認していない
海図  灰色線は確認が
十分でない海図

凡例

1883年5月
海図2347  Japan
改版1876年8月10日 1885年1月 1885年9月

1890年1月
1886年3月

1892年2月

1883年5月

大改正
large 
correction

れ，九州西部（関門海峡～大隅海峡）にオランダ

Lieut. J.H.O. Wichersによる１８５９年の測量成果が

採用されて大幅に改善された（Figure６B参照；

１８６１年８月改正の海図で改善されていることを

確認した．）．１８６１年８月改正の海図には，図右

下に伊豆半島沿岸停泊地の分図６図（館山，伊豆

半島の江ノ浦，戸田，安良里，田子及び下田）が

挿入された．これらの分図は１８５５年のロシアに

よる測量成果である．佐渡島，隠岐の描画はその

ままである．なお，この海図に先行する海図２４５９

Pacific Ocean（１８５７年刊行）において，旧地図

資料による佐渡島等が削除されている．

１８６２年３月改正海図は１８６１年８月改正海図と

比較すると，江戸湾西部の水深が記載され，房総

半島東岸，伊豆七島が改善されているが，測量に

関する記載がない．同海図では，旧地図資料によ

る飛島，佐渡島及び隠岐北西の島が削除されてい

る．飛島は，本州から視認できるので，Wardに

よる１８５９年の測量（飛島・佐渡周辺）によって

正確な位置が確認できたはずであるが，１８６２年

改正の海図に採用されていない．また，１８６２年

改正の海図は保柳（１９７４）に掲載されている広瀬

博司氏所蔵図と山口県文書館所蔵図の２図が存在

する．後者は上辺に切出しがあるが，前者には切

り出しがなく，上辺にあるコンパス図上端が切断

されている．このことから，山口文書館所蔵のも

のがオリジナルの体裁であると推測される．

１８６３年５月改版の海図は，表題記事に「日本

Figure４ Small Scale Admiralty Charts in the last days of the Tokugawa Regime and Meiji Era
幕末から明治にかけての小縮尺海図の変遷

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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Chart Scale　0.98 ≦m ≦ 2.0　Coastal Chart　海岸図

Chart Scale　m > 2.0  Harbor Plan　港泊図

2441

2657

Strait of Tsugar m=1.0

Yedo Bay and Harbour
 (U.S. Survey) m=1.0 

1854/4/23

1859/4/1

津軽海峡

横浜*
(1859.7.1)

127 W.Entrance to Seto Uchi
or Inland Sea m=0.98

1863/5/27 関門海峡西方

527 Iki Island m=1.5 1863/12/19 壱岐

536 Sado Island Niegata
Harbour m=1.0

1868/7/1 新潟*
(1869.1.1)

140 Hirodo Island Spex
Strait  m=1.0

1869/06/03 平戸,平戸海峡

16 Hiogo and Osaka m=1.0 1867/9/30 神戸*
(1868.1.1)

93 Akashiono Seto m=2.0 1870/11/18 明石海峡

2655 Shimoda Harbour m=4.0 1859/4/1 下田港

2710 Tsusima Sound m=3.0 1860/8/20 浅茅湾(対馬)

2875 plan, Hiogo and Kobe
Bay m=2.5

1862/12/10 神戸*
(1868.1.1) 

2415 Nagasaki Harbour m=3.0 1863/5/1 長崎*
(1859.7.1)

 356 Owasi Bay, Oosima and
Urakami Harbour
m=2.0, 3.0, 3.0

1863/6/19 尾鷲湾,大島，
浦神

357 Harbours in Kii Channel 1863/11/18 紀伊水道の港
372 Kagosima Harbour 1863/11/20 鹿児島湾
359 Harbours on the W.

Coast of Kiusiu and
adjacent islands

1863/12/19 九州西岸の港

270 Simidsu Bay m=3.0 1864/1/1 清水湾
532 Simonoseki Strait m=3.0 1864/1/18 関門海峡
141 Yobuko Harbour m=4.4 1869/9/20 呼子港
135 Sagitsu No Ura m=2.8 1869/10/25 (該当港不明)

131 Kurussima No Seto m=6.0 1871/5/15 来島海峡
107 Matoya Harbour m=3.6 1871/10/1 的矢湾

107 The Naruto Passage m=3.0 1871/6/1 鳴門海峡

2672 Hakodati Harbour (U.S.
Survey) m=3.0

1859/6/18 箱館*
(1859.7.1) 

2674 Endermo Harbour (U.S.
Survey) m=5.3

1859/6/20 室蘭港

番号　　図　　名（縮尺）　　刊行日　　備　考

 縮尺： m=1.0 は1海里を１インチとして描画（1:72,900）
 *開港場(括弧内：開港年月日)    Pascoe(1972)により作成

は，Mr. Richards（１８５５）に位置を合わせるよう

にして日本政府の地図から編集した」と明記して

いる．同海図に採用された伊能小図について

は，１８６１年（文久１）に英国測量艦に幕府役人が

乗船した際に，和暦７月１２日に伊能図（小図）

を見る機会があり，その後，許可を得て和暦７月

１９日に内容確認．１８６１年８月２４日付け日本駐在

英国全権公使オールコックを通じて資料提供を要

請．和暦７月２２日にオールコックへ渡した旨伝

えた．日本政府から入手した地図は１８６４年４月

１１日に軍艦アクテオン（Actaeon）号とドーヴ

（Dove）号から英国水路部に納められた（金

窪，１９９８）．

１８６３年５月改版の海図は，保柳（１９７４）及び

清水（２００２）に伊能図による英国海図として掲載

されている．前者には開港に関する記事が図の中

央にあり，後者にはない．開港に関する記事は Ta-

ble６のとおりである．同記事は筆記体でしるさ

れ，製図を専門職とする者によるものと思えない

粗雑な書き方である．

海図２３４７は，１８６３年５月に改版された海図が

同年１１月に再び改版されている．山口文書館所

蔵の１８６３年１１月改版の海図は開港に関する記事

が掲載されておらず，下関，御手洗等に灯台が記

載され，水深がかなり増加している．

海図２３４７（１８５５年刊行）は，朝鮮半島東岸を

フランス測量（１８５２年）及び英国ブロートンの

測量によっていたが，１８６１年改正でロシア測量

（１８５７年）に入れ替わった．海図２３４７切り出し

部の沿海州沿岸（Victoria 湾）は英国の１８５５年

Table５ Admiral Charts in large scales for Japanese
coastal waters from１８５６to１８７１

１８５６～７１年に刊行された日本沿岸海域の大縮尺海図

Figure５ Admiral Chart２３４７，May１８５５
Possession of UK Hydrographic Office
英国海図２３４７ １８５５年５月刊行 英国水路部

所蔵

注）本所蔵海図は‘Royal Geographical Society
London’の蔵書印があり，新潟付近の赤い丸は
後からの記載

Siniti Kikuti
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の測量成果で編集されたが，１８６３年５月刊行海

図で切り出し部そのものが削除された．

�海図２４０５の変遷
海図２４０５‘The Kuril Islands’は北海道，サハリ

ン南部，千島列島，カムチャッカ半島南端及び沿

海州を包含する海図である．切り出し部を除いた

図郭は，左下北緯４０度４０分，東経１３３度００分

右上北緯５１度４６分東経１５８度００分，縮尺は

１：２，０００，０００（北緯５０度）である．図の左下に

東経１２８度までの切り出し部がある．沿海州では

カストリーズ湾，ビクトリア湾，日本列島では箱

館が区域内にあり，カムチャッカ半島のハバロフ

スキーカムチャッキーの直ぐ南までである．ビク

トリア湾の部分は切出し部となっている．１８６２

年改正の海図には，カストリーズ湾口の灯台が表

示され，黄色の円と中心の赤点の彩色がされてい

る．

表題記事によると，海図２４０５（１８５５年刊行，１８６２

年改正）はクルーゼンシュテルン，シーボルト，

ブロートン及びロシア海図により作成された

（Figure７参照）．北海道の海岸線は，寿都以北の

日本海沿岸及びオホーツク海沿岸がクルーゼン

シュテルンの地図によるもので現実の海岸線と大

きく異なっている．一方，寿都以南の日本海及び

釧路以西の太平洋岸は海岸線が現代の地図とよく

一致し，水深を記載しているカ所もある．海岸線

が正確な区間は水系も内陸部まで正確に描画され

ていることから，シーボルトの地図を使用してい

るものと推定される．（Figure８参照）

また，表題記事（Figure７）の末尾に T.S. Taka-

hasi Sakusaimon１８２６. Astronomr Yedo. の記載が

Table６ The List of Treaty Ports noticed on the Chart
No．２３４７（May，１８６３）and Limits for Europeans

海図２３４７に掲載された開港場と西洋人の遊歩範囲

TREATY PORTS
LIMITS FOR EUROPEANS

HAKODADI １０Ri（２４miles）in any direction
NAGASAKI Any part in its vicinity
KANAGAWA To the R. LOGO and１０Ri in any other

direction.
NEE‐E‐GATA To be settled after the Treaty. If this port

not found suitable, another to be substi-
tuted.

HIOGO １０Ri in any direction, but not to go
within１０Ri of Miaco, and crews of ves-
sels to cross R. Finagawa.

OSACO To be arranged after the Treaty
JEDO Do Do

英国海図２３４７（１８６３年５月改版，保柳（１９７４）掲載）の

表題記事の下に掲載された表．下線部：不鮮明な個所．

Figure６ Corrections on Admiral Chart２３４７
A : Published in May１８５５.
Possession of UK Hydrographic Office
B : Corrections to March１８６２; using survey
results of Lieut. J.H.O. Wichers
Possession of Yamaguchi Prefectural Archives
オランダ水路部ウィチャーズの測量成果によ

る海図２３４７の改正

A：１８５５年５月刊行 英国水路部所蔵

B：１８６１年８月改正 山口県文書館毛利家文

庫所蔵

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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ある．これらのコードは記載事項の出典を示すた

めと考えるが，１８６２年改正の海図上では使用個

所をほとんど確認できていない．不鮮明だが，カ

ラフト西岸の湾に，‘Chart Siebold from T.S.’の記載

がある．

１８５９年改正の海図２４０５は，桂忠彦氏が撮影し

た英国水路部所蔵海図の写真では，表題記事に地

磁気記事がない点以外は１８６２年改正の海図と違

いがなく，北海道の海岸線も同じ描画である．

�海図２３４７と２４０５のその後の変遷
１９世紀の英国海図の資料は日本国内にあまり

なく，前述のもの以外では，海図２３４７（１８７６年

改版，９２年まで改正；東京大学総合図書館所

蔵）及び海図２４０５（１８５５刊行，９４年まで改正；

英国水路部所蔵海図複写）を調査した．また，英

国海軍省海図目録１９３８年版によると，海図２３４７

は１８７６年８月刊行の図を初版としている．１８６５

年６月改正の後は１８７６年８月改版の間の改正や

改版の存否は不明である．海図最新維持の表記方

法は現行のものと同じになっている．年平均２～

３回の小改正があり，大改正がある年は小改正が

少ない傾向がある．Correctionの記事は掲載され

ていないので，海図２３４７は１８６５～７６年の改版及

び改正，海図２４０５は１８６２～７６年の改正が不明で

ある．海図２３４７（１８７６年改版）は西側に天津及

Table７ Corrections of the Charts during１８７６and８５
１８７６～８５年の海図の大改正と小改正

７６７７７８７９８０８１８２８３８４８５

◇ ◇

２３４７ １８７６年改版 ３ ２ ４ ４ ５ ４ ３ １

Japan � � � � � � � �
� � � � � � �
	 � � 
 � 


� � � 

�
◇ ◇

２４０５ １８５５年刊行 ４ ２ ２ １ ４ ２ １ １ ０ ２

Kuril Islands � � 
 � � � � � �

 � � � � 

� �
� 


◇：Large correction �：issued month
Figure７ Title Articles of Admiralty Chart２４０５ ‘The

Kuril Islands’,１８５５corrected to１８６２.
Possession of Yamaguchi Prefectural Archives
英国海図２４０５ The Kuril Islands（１８５５年刊
行 １８６２年まで改正）表題記事．山口県文書

館毛利家文庫所蔵．

Figure８ Admiralty Chart No．２４０５‘The Kuril Islands’
１８５５.
corrected to１８６２（Western Part of Hok-
kaido）
Possession of Yamaguchi Prefectural Archives
英国海図２４０５The Kuril Islands（１８６２年改
正）北海道西部

山口県文書館毛利家文庫所蔵

Siniti Kikuti
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び上海のエントランス部を包含するように区域を

拡張し（北緯３５度での縮尺，１：２，０００，０００），中

国と日本の開港地を航海する海図として使いやす

いものとなっている．調査した海図２３４７は

１８７６・７７年の小改正がないので，１８７８年１月よ

り前に再版（Revised Reprint）として刊行された

ものと推定される．再版は版がすり切れて不明瞭

になったときに水路通報の情報を追加して新たに

版を作成するもので，海図需要が急増したことを

反映している．一方，海図２４０５は１８５５年刊行の

もので，１８７５年までの小改正を取り入れて再版

したものと推定される．

�その他の海図の変遷
海図２８７５SETO‐UCHIは山口文書館所蔵のも

のと同じ刊行日の海図が保柳（１９７４）に掲載され

ている．前者は「１８６２年刊行，１８６３年８月・１８６３

年１２月改正」の記事があり，後者はそれに加え

て，「１８６４年１２月・１８６５年１月改正」の記載が

ある．海図２８７６は水深が関門海峡から神戸への

航路沿いに記載されている．１８６５年改正の図は

周防灘南西部の水深が追加されている．

５ 日本人により作成された地図資料の採用

保柳（１９７４）は，１８４０年に公表されたシーボ

ルトの地図が局部的にしか参考に資せられず，正

確さで劣るクルーゼンシュテルンの地図が海図

２３４７（１８５５年５月刊行）に採用されたことに疑

問が投げかけ，水路学者クルーゼンシュテルンの

名声をその理由にあげている．確かに，クルーゼ

ンシュテルンは英国海軍留学の経験を持つロシア

海軍士官であり，優秀な水路測量技術者であっ

た．

シーボルトの地図を採用した三浦半島から知多

半島にかけての海域は先に述べた１８４９年に英国

軍艦Marinerが出没した海域である．ペリー艦

隊による測量が実施された海域でもある．従っ

て，シーボルトの地図と欧米諸国の海軍による測

量資料との比較が採否の基準となったという説明

が考えられる．

１８６１年８月まで改正された海図２３４７はオラン

ダ海軍の測量資料により九州西部の海岸線を大幅

に改善している．シーボルトの地図には同海域を

含む地図があり，海域が広大で海岸線も複雑に屈

曲していることからシーボルトの地図を参考にし

た可能性が高い．この事例も，海軍による測量に

よる確認というプロセスを経て採用したことが推

定される．海図２４０５の北海道東岸及び南岸の正

確な海岸線が描画されている部分は，ブロートン

や米国海軍が測量した海域である．ブロートンの

測量成果はスケッチ測量のレベルであり，米国海

軍による測量期間から見て，海図の海岸線をシー

ボルトの地図を参考にしたものと考える．海図

２４０５の記事はシーボルトの地図を採用した区域

を特定していないが，北海道のこの海域がそれに

含まれる可能性が高い．

江戸湾周辺，北海道西岸・南岸及び九州西部は

開港場出入港あるいは北太平洋横断航海で最も海

図情報を必要とする海域である．日本政府の精度

の高い地図を入手できるまでは，欧米諸国海軍の

水路測量による検証を条件としてシーボルトの地

図を海図に採用したものと考える．ボーフォート

によって測量資料により海図を編集するやり方が

確立していたので，シーボルトが収集した地図を

直ちに採用することができなかったと考える．

海図２３４７（１８７６年改版）には「日本政府の地

図から編集した」とする記事が無く，東北地方南

部の太平洋沿岸に‘No confidence is to be placed in

the position of the coastline between Katsura and

Sendai Bay, which has been taken from a Japanese

Map’の記事が記載されている．この海域は１８８８

年（明治２１）５月刊行の海図２１６号「東京海湾至

金華山」においても，「まるで未開の地，例えば

南極大陸の一部を覗くような景観」となっている

（中西，１９７７）．この海図は，海岸線のほとんどを

伊能図から採用したもので，この体裁で１９０２年

（明治３５）ころまで使用された．現在の海図編集

においても資料作成者の種別が，情報の信頼性を

示すものとして，資料採用の基準とされており，

技術的な問題ではなく，提供を受けた地図に対す

る責任を持つ政府すなわち江戸幕府が無くなった

Admiralty Charts for Adjacent Seas of Japan in the last Days of Tokugawa Regime and early in Meiji Era
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ことにより，このような注意記事が記載されたも

のと考える．このことはシーボルトの地図を採用

するに当たってオランダ海軍測量による確認が

あったことと同様の資料の扱い方である．

６ まとめ

６．１ 幕末～明治初年の近代的海図の作成

北太平洋横断航路の航海及び日本近海での捕鯨

漁業における寄港地として，和親条約に基づいて

箱館，下田及び長崎が開港され，開港場３カ所の

海図と小縮尺海図が整備された．水路測量は米

国，英国，オランダ及びロシアが測量を実施し

た．英国水路部はボーフォート水路部長の時代に

英国海図のパターンを確立し，全世界の海図を刊

行する方針をとっていた．そのために，英国海図

に各国の測量成果を積極的に採用した．

１８５８年に欧米諸国５カ国が締結した修好通商

条約に基づいて開港場５カ所が約束された．その

ための海図整備は開港予定に合わせて着実に実施

された．測量は５カ国が実施し，開港場だけでな

く，沿岸航路及び避泊地の測量が実施された．

６．２ 日本人測量家の作成した地図の採用

海図２３４７Japan（１８６３年５月改版）は伊能図

を採用した海図として広く知られている．一方，

海図２４０５The Kuril Islandsがシーボルトの地

図，すなわち，日本人測量家が作成した地図を採

用した海図であることは従来の研究において重視

されていなかった．しかし，本研究によって，１８６３

年の海図２３４７改版に先立ち，英国海図２３４７及び

２４０５において外国測量艦の測量成果と比較して

正確さを確認できた海域に限って日本人測量家の

作成した地図が採用されていたことを示すことが

できた．

６．３ 今後の研究課題

本研究では日本水路部創設前の日本近海英国海

図の歴史を整理できた．これは英国以外のオラン

ダ，フランス，ロシア，米国による水路測量と海

図刊行についての効率的な調査研究に役立つと考

える．

要 旨

本研究ノートは我が国の水路業務夜明け前の幕

末～明治初年における日本周辺の海図の歴史を，

海図の記載内容に基づいて，水路学的視点から整

理したものである．海図は，当初，１８５４年に調

印された和親条約に基づく開港場への寄港のため

に作成され，続いて１８５８年に修好通商条約が締

結されると，通商のために来航する船舶のために

作成された．海図作成は商船の需要に応えて外国

水路部，特に英国水路部によって体系的に進めら

れた．こ の 当 時 に は，英 国 海 図（Admiralty

Chart）はボーフォート水路部長の指導により各

国船舶に最も信頼される海図となっていた．その

ため，本研究では特に英国海図に焦点を当てて，

幕末～明治初年の日本水路部創設前の「日本海図

史」を記述した．
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